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平
成
18
年
度
予
算
案
に
賛
成
す

る
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

日
本
経
済
は
、
平
成
の
時
代
に
入

っ
て
、
長
く
バ
ブ
ル
経
済
の
後
始
末

に
苦
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
行
政
組
織
を
簡
素
、
効
率
化
す

る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
市
町

村
合
併
、
地
方
の
自
立
を
推
進
す
る

三
位
一
体
改
革
も
あ
る
程
度
進
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
日
野
市

の
平
成
18
年
度
予
算
は
、
第
３
次
行

財
政
改
革
の
推
進
及
び
集
中
改
革
プ

ラ
ン
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
施
策
の
優
先
順
位
を

選
択
し
た
上
で
、
重
点
施
策
に
つ
い

て
は
思
い
切
っ
た
投
資
を
実
施
す
る

「
選
択
と
集
中
」
を
進
め
る
積
極
予

算
だ
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
。
 

予
算
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

教
育
環
境
の
整
備
、
質
の
充
実
が
あ

り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

は
、
文
字
ど
お
り
、
日
本
一
を
目
指

す
内
容
で
、
単
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

技
術
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
最

近
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
画
期
的
な
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
 

健
康
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
生
き

る
こ
と
の
質
を
左
右
し
ま
す
。
病
気

に
な
ら
な
い
体
づ
く
り
の
推
進
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
日
野
人
四
大
運

動
事
業
の
推
進
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

国
の
要
求
す
る
要
素
を
兼
ね
備
え
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
野
全

域
に
17
人
の
保
健
師
さ
ん
を
配
置
す

る
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
取
り
組
み
は
、

日
野
市
民
の
健
康
管
理
に
大
き
く
寄

与
す
る
事
業
に
な
っ
て
い
く
と
確
信

い
た
し
ま
す
。
 

最
後
に
、
透
明
で
効
率
的
な
自
治

行
政
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

か
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

市
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
時
代
が
来

て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
意
見
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

厳しい財政状況の中でも選択と
集中を進める積極予算の編成を 

平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
に
賛

成
の
立
場
で
意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
歳
入
全
般
に
つ
い
て
で
す

が
、
市
税
は
、
所
得
税
減
税
の
廃
止

と
企
業
の
業
績
の
伸
び
に
よ
り
、
個

人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
と
も
に
大

幅
増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
後
は
税
収
の
伸
び
悩
み
も
予

想
さ
れ
、
む
だ
遣
い
削
減
は
不
可
欠

で
す
。
ま
た
、
平
成
15
年
度
か
ら
臨

時
財
政
対
策
債
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
発
行
可
能
額
す
べ
て
を
使
い
切

ら
な
い
と
い
う
基
本
方
針
の
堅
持
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

一
方
、
歳
出
で
は
、
収
納
事
務
の

一
元
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
利
便

性
と
賦
課
徴
収
率
の
向
上
を
図
る
観

点
か
ら
、
平
成
19
年
度
に
向
け
て
、

市
民
税
等
に
つ
い
て
も
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
の
導
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
総
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

係
長
職
手
当
の
廃
止
に
伴
う
時
間
外

手
当
の
把
握
を
徹
底
し
、
仕
事
量
を

数
字
に
置
き
換
え
る
な
ど
、
適
正
な

人
員
配
置
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う

な
事
務
事
業
評
価
体
制
を
確
立
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
 

民
生
費
に
つ
い
て
で
す
が
、
介
護

保
険
法
の
改
正
や
障
害
者
自
立
支
援

法
の
施
行
に
伴
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
、
細
心
の
注

意
を
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
効

率
化
に
向
け
て
の
努
力
も
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

農
業
費
に
つ
い
て
は
、
援
農
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
、
今
後
の
都
市

近
郊
農
業
の
発
展
の
た
め
に
、
さ
ら

に
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

最
後
に
、
体
育
費
関
連
で
す
が
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
支
援
経

費
も
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
野

市
で
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
し

っ
か
り
と
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

以
上
、
市
民
ク
ラ
ブ
の
意
見
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

仕事量や適正な人員配置を把握 
した事務事業評価体制の確立を 

一
般
会
計
予
算
の
原
案
に
賛
成
す

る
立
場
で
意
見
を
申
し
述
べ
ま
す
。
 

ま
ず
、
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
関
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち

を
守
る
安
全
対
策
の
強
化
が
急
務
で

す
。
日
野
市
公
明
党
と
し
て
も
、
要

望
書
を
提
出
し
、
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
配
置
、
不
審
者
情
報
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
民
間
保
育
所
の

開
設
、
休
日
保
育
実
施
等
、
待
機
児

ゼ
ロ
に
向
け
、
新
し
い
取
り
組
み
も

実
施
さ
れ
ま
す
。
小
中
学
校
の
校
舎

等
の
施
設
整
備
で
は
、
平
成
19
年
度

ま
で
に
全
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補

強
工
事
が
完
了
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
導
入

さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
支
援
で
は
、
１

万
人
に
１
人
の
保
健
師
の
配
置
、
健

康
づ
く
り
推
進
員
の
増
員
で
、
健
康

相
談
等
の
実
施
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
集
中
・
重
点
型

予
算
に
は
、
日
野
市
公
明
党
の
予
算

要
望
が
随
所
に
あ
り
、
高
く
評
価
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
社

会
の
最
大
の
課
題
は
人
口
減
少
社
会

へ
の
対
応
で
す
。
必
要
な
機
能
を
ま

ち
中
に
集
約
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
実
現
も
、
人
口
減
少
社
会
、
超

高
齢
社
会
に
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
だ
れ
も
が
気
軽
に
出
か

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

バ
ス
路
線
の
充
実
が
必
要
で
す
。
主

要
交
通
機
関
の
駅
と
駅
と
を
結
ぶ
交

通
回
遊
性
の
向
上
や
、
公
共
施
設
を

利
用
し
や
す
い
路
線
の
充
実
を
強
く

要
望
し
ま
す
。
ま
た
、
駅
、
駅
周
辺

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
は
今
後
と
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
だ
れ
も
が
利

用
し
や
す
い
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
要
望
し
ま
す
。
 

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測

さ
れ
る
中
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
時
代
の
変
化
を
先
取
り
で

き
る
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
こ
と
を
申
し
上
げ
、
意
見

と
し
ま
す
。
 

 

少子高齢化社会に必要なのは安 
全・安心への積極的な取り組み 

新
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反
対
の

立
場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

今
、
景
気
回
復
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
圧
倒
的
多
数
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
連
の
税
制
改
正
に
よ
る
公
的
年
金

な
ど
の
控
除
縮
小
、
定
率
減
税
の
半

減
・
全
廃
等
は
、
国
保
税
や
介
護
保

険
料
に
も
連
動
し
、
働
く
人
や
高
齢

者
に
極
め
て
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
の
予
算
編
成

は
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
、
子

育
て
支
援
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を

優
先
さ
せ
る
予
算
配
分
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
 

し
か
し
、
介
護
保
険
制
度
の
改
悪

で
施
設
の
食
費
や
居
住
費
な
ど
の
負

担
増
に
対
策
は
取
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
実
施
に
伴
う
、

大
幅
な
自
己
負
担
増
に
も
対
応
し
て

い
ま
せ
ん
。
反
対
す
る
第
１
の
理
由

は
以
上
の
点
で
す
。
 

第
２
の
理
由
は
、
第
３
次
行
革
の

問
題
で
す
。
小
学
校
給
食
の
民
間
委

託
、
保
育
園
等
の
民
営
化
計
画
も
、

市
場
競
争
万
能
論
、
経
営
コ
ス
ト
削

減
が
優
先
さ
れ
、
教
育
や
児
童
福
祉

の
観
点
か
ら
の
検
討
が
お
ざ
な
り
に

さ
れ
て
お
り
、
抜
本
的
な
再
検
討
を

強
く
主
張
す
る
も
の
で
す
。
 

第
３
の
理
由
は
、
次
の
施
策
の
存

在
で
す
。
ま
ず
、
新
七
生
支
所
を
高

幡
不
動
駅
に
開
設
す
る
事
業
は
、
移

転
の
是
非
や
事
業
費
コ
ス
ト
な
ど
を

慎
重
に
検
討
し
た
上
で
結
論
を
出
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。
次
に
、
日
野
宿

交
流
館
で
す
。
箱
物
ば
か
り
を
優
先

せ
ず
、
今
あ
る
施
設
の
有
効
活
用
や
、

活
動
の
充
実
が
先
決
だ
と
考
え
ま
す
。

総
合
体
育
館
建
設
計
画
は
、
内
容
が

ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

基
本
設
計
に
白
紙
委
任
を
行
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
 

以
上
の
３
事
業
に
つ
い
て
は
事
業

を
凍
結
し
、
市
民
参
加
で
必
要
性
、

妥
当
性
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し

を
要
求
し
、
一
般
会
計
予
算
に
対
す

る
意
見
と
し
ま
す
。
 

 

高齢者、障害者、子育て支援な 
ど、市民の暮らしを優先すべき 
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○…賛成、×…反対 

自民クラブ 公明党 市民クラブ 
日本共産党 
日野市議団 無会派 

原案 ○ ○ ○ × ○2人 ×1人 

4月15日にオープンした駒形
公園集会施設・上田地区セ
ンター（川辺堀之内190、駒
形公園内） 
 

4月16日にオープンした
百草地区センター（百
草511－4） 

自 民  

クラブ  

市 民  

クラブ  

公明党  日本共産党 
日野市議団 


